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皆
さ
ん
は
、
み
よ
し
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
を
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

皆
さ
ん
は
、
み
よ
し
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
を
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

み
よ
し
市
に
は
、
現
在
６
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
が
あ
り
ま
す
が
、
中
に
は
コ
ミ

　

み
よ
し
市
に
は
、
現
在
６
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
が
あ
り
ま
す
が
、
中
に
は
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
と
小
学
校
区
の
構
成
行
政
区
が
異
な
っ
て
い
る
地
区
が
あ
り
ま
す
。

ュ
ニ
テ
ィ
と
小
学
校
区
の
構
成
行
政
区
が
異
な
っ
て
い
る
地
区
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
み
よ
し
市
で
は
、
一
部
で
小
学
校
区
の
変
更
も
含
め
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
成
す
る

　

そ
こ
で
、
み
よ
し
市
で
は
、
一
部
で
小
学
校
区
の
変
更
も
含
め
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
成
す
る

行
政
区
と
小
学
校
区
を
同
一
に
し
、
市
内
８
小
学
校
区
の「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
」と
し
て
再
編
成

行
政
区
と
小
学
校
区
を
同
一
に
し
、
市
内
８
小
学
校
区
の「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
」と
し
て
再
編
成

す
る
こ
と
で
、
行
政
区
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
双
方
が
機
能
と
役
割
を
補
い
合
い
、
地
域
課
題
の
解

す
る
こ
と
で
、
行
政
区
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
双
方
が
機
能
と
役
割
を
補
い
合
い
、
地
域
課
題
の
解

決
に
結
び
付
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
来
年
の
４
月
１
日
を
目
標
に
再
編
を
進
め
て
い
ま
す
。

決
に
結
び
付
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
来
年
の
４
月
１
日
を
目
標
に
再
編
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
、
い
ま「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
地
区
」の
再
編
を
進
め
る
の
か
を
、
今
回
の
特
集
を
通
し
て
、
ご

　

な
ぜ
、
い
ま「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
地
区
」の
再
編
を
進
め
る
の
か
を
、
今
回
の
特
集
を
通
し
て
、
ご

理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
活
動
支
援
課

　

☎（
32
）８
０
２
５ 

N（
32
）２
１
６
５

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

　
　

小
学
校
区
単
位
に
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２

小
学
校
区
単
位
そ
の
理
由
は

ＱＡ
な
ぜ
、
小
学
校
区
単
位
な
の
？

① 

小
学
校
区
は「
近
所（
歩
き
や
自
転
車
で
回
れ
る
）」と
い
っ
た
日
常
の
生
活
圏
に

近
い
地
域
で
す
。

② 

子
ど
も
の
通
学
路
な
ど
で
、
親
や
住
民
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
地
域
で
す
。

③
小
学
校
区
は
面
識
社
会
の
最
大
限
度
と
捉
え
て
い
ま
す
。

④ 

生
命
と
財
産
に
関
わ
る
防
災
や
防
犯
の
分
野
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
区
単
位
で

の
取
り
組
み
が
有
効
で
あ
り
、
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑤ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
行
事（
夏
祭
り
や
健
康
ウ
オ
ー
ク
な
ど
）に
は
、
小
学
生
も
多
く

参
加
し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
を
介
し
た
交
流
の
広
が
り
が
期
待
で
き
ま
す
。

３

Ｑ
ど
の
小
学
校
区
を
変
更
す
る
の
？

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
編
に
併
せ
て
、
学

校
ま
で
の
距
離
や
安
全
性
な
ど
を
考
慮
し

て
、
現
在
、
天
王
小
学
校
に
通
学
し
て
い

る
中
島

4

4

行
政
区
と
平
池
4

4

行
政
区
に
つ
い
て

は
、
中
部
小
学
校
区
に
変
更
す
る
こ
と
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
今
通
っ
て
い
る
学
校
か

ら
転
校
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
大

き
な
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
保
護
者
と
地

域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
校
区

の
変
更
を
進
め
て
い
ま
す
。

❸
安
全
・
安
心
の
観
点
か
ら
…

１

再
編
が
目
指
す
状
態
は

ＱＱＱ Ａ

Ａ

ＡＡ
ど
ん
な
状
態
を
目
指
し
て
い
る
の
？

そ
の
た
め
に
何
が
必
要
な
の
？

目
指
す
状
態
に
は
、
何
を
す
れ
ば
い
い
の
？

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
住
む
人
が
、
連
帯
感
を
持
ち
や
す
い
状
態
を
目
指
し
ま
す
。

そ
こ
に
住
む
人
が
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
を
考
え
る
地
域
の
範
囲
を
、
明
確
に
意

識
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

「
小
学
校
区
」を
構
成
す
る
行
政
区
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
地
域
の
単
位
と
し
て
、
そ
の

範
囲
を
分
か
り
や
す
く
す
る
こ
と
を
優
先
的
に
進
め
ま
す
。

み
よ
し
市
総
合
計
画
に
お
い
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
成
す
る
行
政
区
と
小
学
校
区

を
同
一
と
し
て
捉
え
、
市
内
８
小
学
校
区
単
位
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
再
編
成
す
る
こ

と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
４
月
を
目
標
に
、
８
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
編
に
向
け
て
各
地
区
に
お
い
て
、

新
た
な
規
約
や
行
事
計
画
な
ど
の
調
整
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ａ

小
学
校
区
の
変
更

４

▲ 

小
学
校
区
の
変
更
に
伴
い
、
天
王
小
学
校
と

中
部
小
学
校
の
児
童
の
交
流
も
進
め
ら
れ
て

い
ま
す

　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
日
常
的
な
暮
ら
し
の
見
守
り
は
、
小
学
校
区
域
で
の
取
り

組
み
が
有
効
で
あ
り
、
活
動
を
広
げ
や
す
く
な
り
ま
す
。

暮
ら
し
の
観
点
か
ら
…

❷
○ 

通
学
に
お
け
る
児
童
の
見
守
り
も
、
行
政
区
間
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
安

心
感
が
高
ま
り
ま
す
。

○ 

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル（
青
パ
ト
）の
巡
回
エ
リ
ア
は
小
学
校
区
域
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
と
連
携
す
る
こ
と
で
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
の
充
実
が
期
待
で
き
ま
す
。

❶
環
境
の
観
点
か
ら
…

再
編
の
メ
リ
ッ
ト
は

　

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
資
源
回
収
や
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
な
ど
は
、
地
域
一
体
で
の
実
施

な
ど
が
展
開
し
や
す
く
な
り
ま
す
。



5

特
集 地区から　地区のコミュニティに88 再編再編66 再

編
後
の
枠
組
み
は

❹
魅
力
と
に
ぎ
わ
い
の
観
点
か
ら
…

❺
人
育
て
の
観
点
か
ら
…

○ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
行
事
な
ど
に「
同
じ
小
学
校
の
友
達
」と
参
加
で
き
ま
す
。

○ 

夏
祭
り
や
健
康
ウ
オ
ー
ク
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
事
が
、
小
学
校
区
と
重
な

る
こ
と
か
ら
、
参
加
す
る
子
ど
も
、
保
護
者
に
顔
見
知
り（
面
識
）が
増
え
、
面

識
社
会
が
広
が
る
機
会
と
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
社
会
性
を
育
て
、
見
守
る
な
ど
の
教
育
分
野
で
も
地
域
の
関
わ

り
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
護
者
と
連
携
し
て
、
子
ど
も
を
見
守
り
、
育
て

る
地
域
エ
リ
ア
の
共
通
認
識
が
明
確
に
な
り
ま
す
。

５

コミュニティ単位 行政区名 小学校区

き
た
よ
し

北部：4,396世帯
面積：10.36km2

莇生
北部

福谷
黒笹 黒笹
高嶺

北部
あみだ堂

三好丘：6,599世帯
面積：  3.13km2

三好丘
三好丘

三好丘旭
ひばりケ丘

緑丘三好丘緑
三好丘桜
三好丘あおば 黒笹

な
か
よ
し

三好：2,982世帯
面積：  1.98km2

三好上 中部
好住

天王中島
平池

天王：3,052世帯
面積：  3.39km2

新屋
天王

東山
上ケ池 中部

西部：2,698世帯
面積：  5.32km2

三好下
三吉西一色

福田

み
な
よ
し

南部：1,959世帯
面積：  7.93km2

明知上

南部
明知下
打越
山伏

コミュニティ単位 行政区名 変更状況

き
た
よ
し

北部：3,053世帯
（北部小学校区）
面積：  7.44km2

莇生、福谷、
高嶺、あみだ堂 分離

黒笹：2,151世帯
（黒笹小学校区）
面積：  3.15km2

黒笹、
三好丘あおば 分離・統合

三好丘：3,241世帯
（三好丘小学校区）
面積：  1.45km2

三好丘、
三好丘旭 分離設立

緑丘：2,550世帯
（緑丘小学校区）
面積：  1.45km2

ひばりケ丘、
三好丘緑、
三好丘桜

分離設立

な
か
よ
し

三好：2,975世帯
（中部小学校区）
面積：  1.98km2

三好上 －
中島 小学校区

変更平池
上ケ池 区域変更

天王：3,059世帯
（天王小学校区）
面積：  3.39km2

新屋
－

東山
好住 区域変更

西部：2,698世帯
（三吉小学校区）
面積：  5.32km2

三好下、西一色、
福田 －

み
な
よ
し

南部：1,959世帯
（南部小学校区）
面積：  7.93km2

明知上、明知下、
打越、山伏 －

コミュニティ
広場名称 現在の利用地区 再編後の利用地区

三好地区 三好上・好住・中島・
平池

三好上・中島・平池・
上ケ池

北部地区

莇生・福谷・黒笹・高嶺・
あみだ堂・ひばりケ丘・
三好丘・三好丘緑・
三好丘旭・三好丘桜・
三好丘あおば 変更なし

南部地区 明知上・明知下・打越・
山伏

西部地区 三好下・西一色・福田

天王地区 新屋・東山・上ケ池 新屋・東山・好住

❻
協
働
推
進
の
観
点
か
ら
…

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
組
織
す
る
行
政
区
同
士
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
良

い
事
業
効
果
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
事
業
や
地
域
内
の
交
流
の
発
想

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

現在の6地区のコミュニティの構成再編後の8地区のコミュニティの構成

コミュニティ広場利用地区の変更内容

※新設の「黒笹地区」と「緑丘地区」については仮称です。

⇦

⇦

⇦

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
地
区
を
構
成
す
る
行
政
区
の
枠
組
み
は
、
左
表
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
通
学
時
の
安
全
性
な
ど
を
十
分
に
考
慮
し
て
、
同
じ
行
政
区
内
で
も
一

部
で
小
学
校
区
が
異
な
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。（
※
世
帯
数
は
平
成
23
年
11
月
１
日
現
在
）

６６

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

の
利
用
地
区
変
更（
案
）

　

施
設
の
名
称
は
変
更
し
ま
せ

ん
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
地
区
の

再
編
に
併
せ
て
、
使
用
料
の
減

免
を
適
用
す
る
利
用
地
区
は
下

表
の
と
お
り
に
変
更
す
る
予
定

で
す
。
12
月
議
会
に
条
例
の
改

正
案
を
上
程
し
ま
す
の
で
、
議

決
さ
れ
れ
ば
、
平
成
24
年
４
月

１
日
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す
。

○ 

災
害
時
な
ど
の
広
域
避
難
場
所
で
も
あ
る
小
学
校
を
核
と
し
、
防
災
訓
練
な
ど
を

通
し
て
、
地
域
の
防
災
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
災
害
時
の
助
け

合
い
は
、
隣
近
所
同
士
の
最
初
の
３
日
間
が
重
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。）




